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兵
庫
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
は
今
年
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
で
き
る
人
が 

で
き
る
事
を 

で
き
る
時
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

活
動
を
共
に
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
20
年
間
で
約
4
0
0
人
。

5
月
号
の
W
i
s
h 

で
は
兵
庫
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
会
長
か
ら
の

挨
拶
を
通
し
て
20
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

兵
庫
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
　

設
立
20
周
年
記
念
企
画

黒
木
会
長
と

一
緒
に
振
り
返
る
20
年

1

2

県下におけるユニセフの取り組みは、コーブこうべの組合員活
動の一環としてスタートしました。その推進母体が当協会の前
身である兵庫県支部にゆだねられて、今年で 20 年になります。
独立した体制での第一歩は、新しい活動の担い手であるボラ
ンティアのみなさんとともに、地域社会との接点を広げ、深めるこ
とから始まりました。
幸い、日本生活協同組合連合会会長の竹本さんを初代会長
に迎えたことで、各方面からのご協力・ご支援を受ける上で大
きな力になったと思っております。竹本さんは被爆者であるご自
分の体験を踏まえてユニセフの実践活動にも幅広くかかわり、
ボランティアのみなさんをはじめ多くの人たちの共感を得てこられ
ました。残念ながらコロナ禍の一昨年帰らぬ人となりましたが、
その功績は長く記憶にとどめておかなければなりません。
実務面では、ボランティアのみなさんの活動の舞台づくりに努め
てきた福井事務局長の働きに特筆すべきものがあります。今日、

大学生から小学生に至るまでの若い人たちがユニセフ活動に
参加して生き生きと活躍するようになったのは、各行事の企画
運営にあたっての事務局長の非凡な努力のおかげと言うべき
でしょう。歴史の節目に当たり、その功績をしっかりと評価し顕
彰しておきたいと思います。
現在、新型コロナ問題が長引く中で、当協会も本来のかたちで
の活動が展開しにくい状況ではありますが、世界の子どもたち
の幸せの実現を願いつつ、これからもさらに力強く活動を推進
していけることを願っております。理事、監事、評議員のみなさ
まをはじめ、関係諸団体や企業、そして何よりも活動の直接の
担い手であるボランティアのみなさんに、引き続きのご支援・ご
協力をお願い申し上げる次第です。

兵庫県ユニセフ協会会長

黒木  稔

地域との接点を広げ、
深めてきた20年

写真で伝える
命の重み



- 3 -

兵庫県ユニセフ協会設立 20周年記念 / EVENT REPORT　安田菜津紀さん講演会

講師

安田  菜津紀さん

1987年神奈川県生まれ。認定
NPO法人Dialogue for People副
代表・フォトジャーナリスト。東南アジ
ア、中東、アフリカ、日本国内で難民
や貧困、災害の取材を進める。東
日本大震災以降は陸前高田市を中
心に、被災地を記録し続けている。
著書に『写真で伝える仕事　-世界
の子どもたちと向き合って-』他。

　　　Data イベントデータ

日　時 2022年 2月20日（日）  
会　場 オンライン
講　師 安田菜津紀さん
参加者 150人

多様性、人権を
子どもたちの姿から考える

設立 20 周年記念         

安田菜津紀さん講演会

取材で出会う人からもらうエネルギーが

活動の源と語る安田さん。

自らで決めた取材先で

子どもたちの声を聞きながら

撮られた安田さんの写真を通して、

私たちはどんな未来を

次世代に手渡していけるかを考えました。

写真で伝える
命の重み

EVENT 

REPORT

1

安
田
さ
ん
は
16
歳
の
時「
国
境
な
き
子
ど

も
た
ち
」友
情
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
行
き
、貧
困
の
た
め
人
身
売

買
の
被
害
に
あ
っ
た
子
ど
も
た
ち（
ト
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ト
チ
ル
ド
レ
ン
）と
交
流
し
ま
し

た
。全
く
違
う
環
境
に
生
き
自
分
が
家

族
を
守
る
と
い
う
思
い
に
あ
ふ
れ
た
同
世

代
の
子
ど
も
た
ち
と
出
会
っ
て
、自
分
自

身
の
問
題
へ
の
教
訓
を
も
ら
い
、目
の
前

の
友
達
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
伝
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。今
、子
ど
も
た
ち
の
こ

と
を
伝
え
て
い
る
の
は
、子
ど
も
は
社
会

の
指
標
の
よ
う
な
存
在
だ
か
ら
で
す
。社

会
の
歪
み
は
真
っ
先
に
子
ど
も
た
ち
に
向

け
ら
れ
、子
ど
も
が
笑
え
な
い
社
会
は
豊

か
な
社
会
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

多
様
性
や
人
権
を
考
え
る
上
で
ま
ず
共

有
し
た
い
話
と
し
て
、名
古
屋
出
入
国

在
留
管
理
局
の
収
容
施
設
で
去
年
亡
く

な
っ
た
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
ウ
ィ
シ
ュ
マ・
サ

ン
ダ
マ
リ
さ
ん
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
日
本
に
お
い
て
多
様
性
と
い

う
言
葉
が
中
身
の
伴
う
も
の
と
し
て
使

わ
れ
て
き
た
か
が
問
わ
れ
る
事
例
と
な
り

ま
し
た
。

世
界
中
で
何
ら
か
の
形
の
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
人
は
2
0
2
1
年
6
月
時

点
で
8
2
4
0
万
人
。一
方
で
日
本
の
難

民
認
定
率
は
0.4
％
で
す
。政
府
の
迫
害
か

ら
逃
れ
て
シ
リ
ア
か
ら
来
日
し
た
あ
る
難

民
不
認
定
の
家
族
の
場
合
、日
本
で
生
ま

れ
た
子
ど
も
は
無
国
籍
の
状
態
で
す
。日

本
は
国
籍
の
出
生
地
主
義
を
取
っ
て
お

ら
ず
、身
の
安
全
の
た
め
に
は
シ
リ
ア
大

使
館
に
申
請
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。制
度
の
狭
間
に
落
ち
、さ
ま
ざ
ま
な

壁
に
突
き
当
た
る
子
ど
も
た
ち
が
日
本

に
い
る
の
で
す
。

2
0
1
1
年
3
月
か
ら
戦
争
状
態
に
あ

る
シ
リ
ア
で
は
、人
口
の
約
半
数
が
当
た

り
前
の
日
常
を
あ
る
日
突
然
一
方
的
に
奪

わ
れ
て
国
内
外
で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。被
弾
し
て
大
け
が
を
負
っ
た
8
歳

の
少
女
は「
私
た
ち
は
何
も
悪
い
こ
と
を

し
て
い
な
い
。戦
争
を
や
め
て
ほ
し
い
と

〝
大
き
い
人
た
ち
〞
に
伝
え
て
ほ
し
い
」

と
言
い
ま
し
た
。〝
大
き
い
人
た
ち
〞
と

は
戦
争
を
始
め
た
人
た
ち
の
意
味
で
す

が
、戦
争
を
許
し
て
し
ま
っ
た
私
た
ち
大

人
の
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

2
0
1
1
年
は
東
日
本
大
震
災
の
起
き

た
年
で
も
あ
り
ま
す
。安
田
さ
ん
は
陸
前

高
田
市
の
仮
設
住
宅
を
訪
ね
た
時
、シ
リ

ア
国
外
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
で
厳
し
い
冬
に

凍
死
す
る
子
ど
も
の
話
を
し
ま
し
た
。そ

れ
を
聞
い
た
住
民
の
方
々
は
シ
リ
ア
の
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
服
を
集

め
て
く
れ
ま
し
た
。「
国
を
追
わ
れ
た
シ
リ

ア
の
子
ど
も
た
ち
の
方
が
大
変
。私
た
ち

は
世
界
中
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
日
常

生
活
を
取
り
戻
し
た
。恩
返
し
で
は
な
く

恩
送
り
が
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
か
ら

で
し
た
。

被
災
地
で
も
戦
地
で
も
被
害
の
傷
跡
と

毎
日
向
き
合
っ
て
、大
切
な
も
の
を
失
っ

て
い
な
い
子
ど
も
は
い
ま
せ
ん
。子
ど
も

の
心
の
復
興
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
ま

す
。

「
自
分
た
ち
の
こ
と
を
じ
わ
じ
わ
と
追
い

つ
め
て
き
た
の
は
、世
界
に
無
視
さ
れ
て

い
る
と
い
う
感
覚
だ
」と
終
わ
り
の
見
え

な
い
困
窮
の
中
で
シ
リ
ア
の
人
は
言
い
ま

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
難
民
を
取
り
巻
く

状
況
も
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
日
本
で
も
元
々
存
在
し
て
い
た

の
に
な
い
こ
と
に
さ
れ
て
き
た
差
別
や

格
差
、理
不
尽
さ
が
は
っ
き
り
と
表
面
化

し
ま
し
た
。私
た
ち
は
関
心
を
持
っ
て
伝

え
、恩
送
り
の
連
鎖
を
つ
な
げ
て
、細
く

て
も
長
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
確
保

で
き
る
よ
う
な
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
と
安
田
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。
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REPORT

2

外
国
コ
イ
ン 

日
本
で

福谷真知子さん

NGO ネパール虹の家
2015年ネパール地震で被災した子どもたちのために復
興コミュニティづくりと学校教育支援を行ってきた。今後
は女性自立支援を重点に、有機栽培農業などで食を支え、
食と職をネパールに根付かせることを目標としている。

田賀朋子さん

ジャムタン
セネガルでの青年海外協力隊の活動をきっかけに、現地
の仕立屋さんがアフリカの布で作った洋服やトートバッ
グを輸入販売している。アフリカの魅力を発信するとと
もに現地の人との対等なつながりを大切にしている。

高須知穂さん

タリン大学大学院生
ユニセフボランティアユニーズOGで現在エストニアに
留学中。国内外での勉学、仕事、自身の生きづらさの経
験を通じて、「人の基礎となる『教育』の大事さ」を実感。
人生をその人らしく生きるための教育について研究中。

永
と わ り
遠瑠マリールイズさん

NPO 法人ルワンダの教育を考える会
内戦を体験し29年前にルワンダから日本へ。子どもたち
に学ぶ機会をと「ルワンダの教育を考える会」を立ち上
げる。子どもたちの学びは明日への未来につながっている。
今はウクライナ・ロシアの状況に胸を痛め眠れずにいる。

大津司郎さん

ジャーナリスト
映像を通じて長年アフリカを紹介。難民、貧困、資源争
奪、紛争など、世界のあらゆる問題が凝縮されているア
フリカを知らずして世界を語りえない。紛争、アフリカ、
メディア、３つの視点から議論していきたい。

話 題 提 供 者 紹 介

活動紹介　　
リレートーク 
&ワイワイ　　　  
　　交流会

第20 回

ユ
ニ
セ
フ
の
つ
ど
い
は
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
つ

く
る
兵
庫
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
お
祭
り
、
今
年
は

20
回
目
を
迎
え
る
記
念
の
お
祭
り
で
す
。
6
日
は

オ
ン
ラ
イ
ン
、
12
日
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。

6
日
の
活
動
紹
介
リ
レ
ー
ト
ー
ク
＆
ワ
イ
ワ
イ
交

流
会
で
は
、
話
題
提
供
者
の
話
の
後
、
3
回
の
グ

ル
ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

12
日
は
、（
公
財
）
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
専
務
理

事
の
早
水
研
さ
ん
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
個
人
や
団
体
へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
も
あ

り
ま
し
た
。
会
場
の
皆
様
に
は
20
周
年
記
念
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
に
資
料
を
入
れ
て
お
渡
し
し
ま
し
た
。

新
た
に
制
作
さ
れ
た
20
年
を
振
り
返
る
動
画
上

映
、
講
演
会
、
ア
フ
リ
カ
太
鼓
の
演
奏
、
支
援
に

つ
な
が
る
お
買
い
物
。
交
流
、
学
び
、
喜
び
あ
ふ

れ
る
2
日
間
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
つ
ど
い
の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

募金報告
2020年度に兵庫県ユニセフ協会を通じて寄せ
られた募金総額は 2892万 1994円に上りまし
た。また外国コインでもご協力いただきました。
ありがとうございました

　　　Data イベントデータ

■ 3 月 12 日（土）
会　場 コープこうべ生活文化センター（神戸市東灘区） 
 /オンライン
参加者 130人
・兵庫県ユニセフ協会設立 20周年を記念して
・講演会
  「子どもがまん中」地球のどこで生まれても
  ～アジアでそして日本で～
・パフォーマンス
  大地の鼓動～ンゴマアフリカン
・マルシェ

■ 3 月 6 日（日）
会　場 オンライン
参加者 35人
・活動紹介リレートーク＆ワイワイ交流会
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浜
田
さ
ん
は
1
9
8
5
年
か
ら

1
9
9
2
年
、日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会

の
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。そ

の
間
の
1
9
8
9
年
に
国
連
総
会
で

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
は「
子
ど
も
に

と
っ
て
何
が
一
番
大
切
」で
子
ど
も
を

ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
べ
き
か
を
示

し
た「
国
際
的
な
決
ま
り
」で
す
。ユ

ニ
セ
フ
も
当
初
は
子
ど
も
の
保
護
、

5
歳
未
満
の
生
存
率
改
善
や
栄
養
・

医
療
・
教
育
支
援
を
推
進
し
て
い
ま

し
た
が
、1
9
9
6
年
頃
か
ら「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」の
理
念
で
あ
る「
尊

厳
あ
る
人
と
し
て
の
子
ど
も
」を
前

面
に
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。子
ど

も
の
権
利
の
主
人
公
は
子
ど
も
自

身
、子
ど
も
が
真
ん
中
に
あ
り
ま
す
。

浜
田
さ
ん
が
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
出

会
っ
た
路
上
で
商
い
を
し
て
い
る
ス

ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
に
、「
お
釣
り

は
い
ら
な
い
」と
言
っ
た
ら
、そ
れ
を

拒
否
さ
れ
ま
し
た
。彼
ら
は
自
分
の

力
で
現
在
を
生
き
て
お
り
、尊
厳
あ

る
存
在
で
し
た
。ま
た
、保
護
の
た
め

施
設
に
連
れ
て
行
か
れ
た
子
ど
も
た

ち
の
何
人
か
は
、す
ぐ
に
逃
げ
出
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。彼
ら
は
仲
間
と

自
分
自
身
の
安
ら
げ
る
場
所
を
大

切
に
考
え
て
い
る
の
で
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
良
か
れ
と
い
う
大
人

の
思
い
込
み
は
、子
ど
も
た
ち
の
考

え
と
同
じ
で
は
な
い
の
で
す
。子
ど
も

の
事
は
子
ど
も
に
聴
い
て
み
な
い
と

分
か
り
ま
せ
ん
。日
本
の
自
治
体
で

も
、子
ど
も
の
声
を
聴
き
、子
ど
も
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
子
ど
も
に

や
さ
し
い
街
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

浜田  進士さん

子どもの権利条約総合研究所関西事務所長。子
どもの権利条約関西ネットワーク共同代表。自立
援助ホームあらんの家＆ミモザの家統括施設長。

マ ル シ ェ 参 加 団 体 紹 介

石光商事株式会社
規格外の豆でフードロス削
減を。コーヒーの売り上げ
はユニセフ募金に。

マゴソスクールを
支える会

マゴソスクールで作った
バッグやビーズ小物などア
フリカ雑貨を販売。　

ミャンマー関西
シェグニ孤児院の子どもた
ちの絵の Tシャツとクリア
ファイルを販売。

NGO
ネパール虹の家
現地女性グループ作製の
バッグ、コースターなどネ
パールグッズを販売。

バオバブ
就労継続支援Ａ型事業所で
アフリカ布の雑貨やスパイ
スキットを作り販売。

NPO 法人ルワンダ
の教育を考える会
ルワンダのコーヒーや紅
茶、マリールイズさんの著
書などを販売。　

大
西
さ
ん
は
伝
統
打
楽
器
と
独
自

の
楽
器
に
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
な
ど
も
加
え
て
、ア
フ
リ
カ
ン
ス

タ
イ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る

ラ
イ
ブ
を
展
開
し
て
い
ま
す
。太
鼓

修
行
の
た
め
に
暮
ら
し
た
ア
フ
リ
カ

で
の
体
験
は
、一
人
ひ
と
り
に
与
え

ら
れ
た
命
の
役
割
を
全
う
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
大
西
さ
ん
に
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。人
間
が
本
来
持
っ
て
い

る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み

ん
な
で
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
こ
も
っ
た
、ア
フ
リ
カ

の
大
地
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る
よ

う
な
太
鼓
の
響
き
は
私
た
ち
の
心
を

解
き
放
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大地の鼓動
～ンゴマアフリカン

大西  匡
ま さ や

哉さん

ケニア伝統太鼓ンゴマ・ンネ奏者。ドゥルマ民族の村
で伝統文化継承者スワレ・マテラ・マサイ氏に 8年
間師事。

パフォーマンス

子どもがまん中
地球のどこで生まれても
～アジアでそして日本で～

講演会



- 6 -

ユニセフ兵庫ニュース vol.67

学習会活動報告レポート
昨年はコロナ禍ゆえ学習
会の申し込みが減ってい
ましたが、後半の９月頃
から増え始め学習チーム
はうれしい悲鳴をあげつ
つ東奔西走しました。神
戸市内はもとより、吹田、

尼崎、猪名川、宝塚、芦屋、西宮、丹波、宍粟、たつの、
姫路、稲美などなど。３～４人の小グループから学校の 150

人位の集団までその規模はさまざまですが、皆さんとても熱心
に耳を傾けてくださり、うれしく思いました。
直近の子どもを取り巻く情勢をみると、紛争地域の子どもた
ちやコロナ禍での子どもたちなど問題は山積みです。ユニセフ
学習会を通じて、私たちにできることや平和を考えるヒントが
見つかればと思っています。
「すべての子どもに･･･を」にあなたはどんな言葉を入れます
か？　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （樋口陽子）

平和学習会     

核兵器禁止条約発効から1年
を経て

日　時　  2022 年 1月 26日（水）
会　場 兵庫県民会館（神戸市中央区）/ オンライン
講　師 川崎哲

あきら

さん     
　　　　 （ICAN 会長、ピースボート共同代表）
参加者 53人

昨年 1月に発効された核兵器禁止条約は、核兵器を非人道
的な兵器として全面的に禁止した条約です。日本は署名して
いませんが、世論の 80％以上や、「議員ウォッチ」によると
国会議員の 50％が、日本の第 1回締約国会議へのオブザー
バー参加に賛同しています。
核兵器禁止から廃絶へ、世界は新たな段階に進んでいます。

Activities File

Activities List

活動ファイル
兵庫県ユニセフ協会の活動履歴

2022 年 1月〜4月

活 動 一 覧

開催方法　 （O） ・・・オンライン（H） ・・・ハイブリッド（会場/オンライン）

学習会一覧  
    月 日 訪問先 対象 人数
1月11日 深江コープ委員会 大人 7

1月12日 姫路南コープ委員会 大人 17

1月13日 吹田南コープ委員会 大人 9

1月18日 アハハピコープ委員会（たつの市） 大人 4

2月7日 神戸市教育委員会（O） 教員 294

2月14日 太子コープ委員会 大人 12

2月25日 芦屋市立朝日ケ丘小学校 小学3年生 56

3月9日 姫路コープ委員会 大人 13

地域活動一覧   　     　　  ＊ブース出展
    月 日 イベント名

1月26日 平和学習会「核兵器禁止条約発効から1年を経て」
（神戸市） （H）

2月13日 2022ユニセフカップ　神戸バレンタイン・ラブラン　

2月20日
設立20周年記念安田菜津紀さん講演会　　　
「写真で伝える命の重み -多様性、人権を子ども
たちの姿から考える-」

（O）

3月  6日 第20回ユニセフのつどい （O）
3月12日 第20回ユニセフのつどい （H）＊

4月16日 設立20周年記念長倉洋海さん講演会
「四角いぼくたちとまあるい地球」

4月17日 丹波篠山つながろうフェスタ2022 ＊

4月29日 世界の子どものことを知ろう
～外国コイン仕分けを通して～

4月30日 豊かな海と未来を考える2022（明石市）

募金一覧              2021年 11月～ 2022年 2月    

学校・団体名
㈱産業経済新聞社、いなみ野学園第48回いなみ野祭実行委員会、
ガールスカウト兵庫県第25団、A-BridgeCUP事務局、㈱甲南エステー
ト、(社福)イエス団友愛幼稚園、湊ハマ株式会社
ご協力ありがとうございました。 （兵庫県ユニセフ協会関係分　敬称略、順不同）

1

2

3 丹波篠山つながろうフェスタ2022
日　時　  2022 年 4月 17日（日）
場　所 四季の森会館

SDGs（持続可能な開発目標）をテーマ
にしたイベントに参加。ポスター展示やク
イズから、SDGsの目標 16「平和と公平
をすべての人に」をわかりやすく紹介し、
自分の事として考えてもらいました。＊募金の詳細は p8をご覧下さい。
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活動ファイル　2022年 1 月～ 4 月 / Pick Up Report / Information

Information

コロナ禍も 2年目を迎えた 2021年 5月。リアルな活動が難しい中、
ユースの活動の場として、高校生・大学生の LINEオープンチャットが
始まりました。そしてそのコミュニティを通じて講座の後のユースの交
流で出会ったのが、ケニア在住でマゴソスクールを運営する早川千晶
さん。早川さんの活動を通じ、ケニアの同世代とつながりたい、と思
うようになり、『マゴコロ』チームが誕生しました。11月からの数十回
を重ねたミーティング。
今回は、2022年 3月 13日にマゴソスクール OBOG（卒業生）といっ
しょに開催したオンラインイベントの様子を、メンバーを代表してお二
人からレポートしてもらいました。

マゴコロが生まれたきっかけ、そしてその中で
「マゴコロ」 は、今回、このイベントの企画・運営を行なっている学生
有志の会です。全国からケニアの若者と交流する貴重な機会や、社
会貢献への第一歩を踏み出したい大学生・高校生が集まって結成さ
れました。イベント当日に向けマゴソスクールの OBOGクラブのメン
バーと打ち合わせを重ねたり、告知用のフライヤーを作成するなど、ア
イディアを実現する過程をチーム一丸となって達成しました。毎週行っ
ていたミーティングでは、今回お話ししていただいたアグネス・シンビ
リさん、ジョンソン・オチエンさん、ヨーク・ワガラさんと国境を越え
た交流ができ、これから未来を変えていく仲間として意見を交換できま
した。また、忙しい中素晴らしい発表を通して多くのことを教えてくれ
たマゴソスクールの OBOGの皆さんや、兵庫県ユニセフ協会からの協
力を通して、このような機会を頂けたこと、心から感謝しています。

ウクライナにおいて紛争が激化してから約 1カ月が経過した 3月 30日
現在、子どもの推定人口 750万人の半分以上にあたる 450万人の
子どもたちのうち、200万人以上が近隣諸国に避難し、250万人が
国内避難民となっています。ウクライナにおける難民危機は、第二次
世界大戦以降、類を見ないスピードで拡大しており、1秒あたりほぼ
1人のペースで、ウクライナの子どもが難民になっているのです。
 

このような状況下、ユニセフは 24時間体制で支援活動を続けています。
ウクライナ国内、近隣諸国に逃れた子どもたちとその家族を支えるた
めに、3月 28日現在、医薬品、医療機器、衛生キット、教育キット、

イベントを終えて
国境を越えての交流は、多くのメンバーにとって初めての経験であり、
貴重な機会となりました。イベント当日は少し緊張しましたが、とても
価値のある時間を過ごすことができました。イベントには約 200人の
方々が参加してくださり、Q&Aセッションでは多くの参加者から質問を
頂くことができ、うれしかったです。
彼らの発表は、この 5ヶ月の間一緒に努力した成果と、これからマゴ
ソスクールを卒業し、社会で活躍する生徒への想いが込められた素晴
らしい発表でした。
今回のイベントを通じ、私たちは日本とケニアの若者たちと互いを尊
重しながら、学びを深めることができました。ミーティング以外でも、
WhatsAppなどでお互いに連絡を取り合い、将来の夢や希望について
話し合ったり、お互いの文化について学ぶことができました。友情が
深まることで、マゴソスクールへの意識が高まり、情熱を持って取り組
むことができました。この交流を通して、私たちは一生涯の友達をつく
ることができました。彼らとは、ケニアと日本で会うことを約束しました。
約束が実現する日を楽しみにしています。　　　　　　　　　　　　   　　 

                （入
にゅうどう

道優
ゆう

、大
おおさわ

澤佑
ゆ う か

佳）

衣類、毛布、テント、栄養補助食などトラック 114台分、1275トン
の緊急支援物資を送っています。更に、子どもたちが安全に安心して
過ごすことができる「子どもにやさしい空間」を設置し、ウクライナ国
内 52000世帯に緊急現金給付支援を開始しました。
 

ユニセフと国連難民高等弁務官事務所 (UNHCR)は各国政府や市民
社会団体と協力し、避難ルート上に子どもたちや家族への支援を行う
支援拠点「ブルードット」を設置。特に親と離ればなれになって人身
売買のリスクが高まっている子どもの保護に努めています。
 

「ウクライナ緊急募金」へのあたたかいご協力に心より御礼申し上げま
す。皆さまからお寄せいただいた募金は、3月は 2回にわたり700万
米ドル（約 8億 1400万円）を拠出いたしました。お寄せいただく募
金は、今後も拠出を続けてまいります。

Pick Up Report
ユースがつなぐケニアと日本
知ってほしい！スラムの寺子屋「マゴソスクール」
～世界で羽ばたく私たちの物語～

兵庫県ユニセフ協会
ユースコミュニティ
LINEオープンチャット

ユニセフ「ウクライナ緊急募金」

にご協力ください

ユニセフのウクライナ支援について

＊募金の詳細は p8をご覧下さい。
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参加費
無料ユニセフ募金 Donations For Unicef

通常募金
通信欄記載事項 振替口座 手数料

K1-280兵庫 00190-5-31000 免除

緊急・復興募金
通信欄記載事項 振替口座

ロヒンギャ難民 ロヒンギャ
K1-280兵庫

00190-5-31000

シリア シリア
K1-280兵庫

00190-5-31000

アフリカ栄養危機 アフリカ
K1-280兵庫

00190-5-31000

自然災害 自然災害
K1-280兵庫

00190-5-31000

人道危機 人道危機
K1-280兵庫

00190-5-31000

新型コロナ　　
ウイルス

コロナ　　　　
K1-280兵庫

00190-5-31000

ウクライナ ウクライナ　　　　
K1-280兵庫

00190-5-31000

＊共通口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会
＊郵便局窓口から専用振込用紙を使って振り込むと手
数料は免除されます。専用振込用紙は事務局にあ
りますのでご連絡ください。

ユニセフ兵庫ニュース

vol.67
ユニセフ兵庫ニュース W ish
2022年 5月発行
発　行 ：兵庫県ユニセフ協会
住　所 ：〒 658-0081 
 　神戸市東灘区田中町 5-3-18  
    コープこうべ生活文化センター 4F
電　話 ：078-435-1605（平日10:00～ 16:00）
 F A X ：078-451-9830
E-Mai l ：h-unicef@kobe.coop.or.jp

●最新の情報はホームページで
　https://office-bit.com/unicef-hyogo/
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兵庫　ユニセフ 検索

News  お知らせ

ユニセフ出前学習会

学習会の講師派遣を行っています。
オンラインでの開催も可能です。
お気軽にお問い合わせください。

お申込み、お問い合わせ先　　事務局  078-435-1605

Join Us  主催イベント 詳細はホームページをご覧ください。
各日程は変更になることがあります。

https://www.unicef.or.jp/sp/

新型コロナウイルス感染症の今後の動向により、変更・中止させていただく
場合があります。参加ご希望の方は必ず事前にご確認下さい。

ユニセフパネル展

設立 20 周年記念
國井修さん講演会
日時 7月 30日（土）13：30-15：30
会場 兵庫県民会館 /オンライン
講 師  國井修さん

国立国際医療センターなどを
経て長崎大学熱帯医学研
究所教授。2006 年より国
連児童基金（ユニセフ）の上
席保健戦略アドバイザーや保

健・栄養・水衛生事業統括として活動。2013
年より世界エイズ・結核・マラリア対策基金
（グローバルファンド）戦略・投資・効果局長。
2022年 3月より公益社団法人グローバル技
術振興基金 CEO。

2022 国際理解講座①
「未来を変える、平和をつ
くる（仮）」
日時 6月18日（土）13：30-15：00
会場 兵庫県民会館
講師 マーサ・ターケットさん

リベリア出身。2005 年リベリ
ア内戦中に暴行を受け歩行
困難になる。2006 年治療
中に「国境なき医師団」の
看護師だった美木朋子さんに

日本へ招かれ治療や教育を受けた。支援も寄
せられ、母国の高校を卒業後再来日し、立命館
アジア太平洋大学に入学。今秋には大学院を
修了する。

いつでも
どこでも
気軽に募金

ユニセフ
ひょうご
サポーター
賛助会員募集中
賛助会員となっ
て、兵庫県ユニセ
フ協会の活動を支
えてください。お申
し込み、お問い合
わせは事務局まで
お願いいたします。

日時 テーマ・講師 会場
10 月 15 日（土）「地球のステージ」　 桑山紀彦さん（医師） 兵庫県立尼崎の森中央緑地

11 月  5 日（土）トークセッション　 甲斐信好さん（拓殖大学
副学長）、大津司郎さん（ジャーナリスト）

未定

12 月  3 日（土）取材報告　 玉本英子さん（アジアプレス・ジャー
ナリスト）

未定

期間 テーマ
6 月   1 日（水） 
　  -13 日（月）

「子どもの権利条約ってなあに？」
子どもの権利条約は子どもの基本的人権を国際的に保障するために定められ
た条約です。子どもを取り巻く環境が厳しさを増している今、子どもの権利へ
の関心が高まっています。子どもの権利条約についてユニセフの活動ととも
に紹介します。

7 月 19 日（火） 
　  -29 日（金）

「子どもたちの緊急事態 - 自然災害と紛争 -  」（予定）
自然災害や紛争、緊急事態下で暮らす子どもたちの現状やユニセフの支援
活動を紹介します。

2022 国際理解講座の予定 （詳細は次号Wish、HPなどでお知らせします。）

会場　コープこうべ生活文化センター 1階展示室


